
令和５年度第２回運営委員会による
山梨県富士山科学研究所第２期中期計画の評価結果について

山梨県富士山科学研究所では、平成３１年度から令和５年度を計画期間とする、第２期中
期計画を策定し、計画に沿って活動を展開してまいりました。
令和６年３月６日（水）に外部委員による令和５年度第２回山梨県富士山科学研究所運営

委員会を開催し、第２期中期計画の計画目標の達成状況の評価をまとめました。結果の概要
は以下の通りです。

１. 運営委員会（別紙 1）運営委員長 早川 正幸

２. 研究所部門別の中期計画達成状況
第２期中期計画に示された各項目の評価は下の４段階評価とした。
S：計画を想定以上に達成した
A：計画した内容を達成した
B：計画した内容の達成に一歩及ばないと判断した
C：計画した内容の達成には不十分と判断した
各部門の評価は下の通り
・研究（１）富士山の自然特性に関する研究

S：計画を想定以上に達成した
・研究（２）人と自然の共生と富士山の適正利用

A：計画した内容を達成した
・研究（３）富士山の火山活動と防災対策に関する研究

S：計画を想定以上に達成した
・研究（４）地域環境の課題解決に資する研究
・研究（５）富士山に関する継続的な観測・研究情報の集積及び整備

A：計画した内容を達成した
・教育事業

A：計画した内容を達成した
・情報発信・交流事業

A：計画した内容を達成した
・業務運営

A：計画した内容を達成した
３. 研究所全体としての中期計画達成状況

富士山科学研究所は第２期中期計画に記載のすべての部門で、計画した内容を達成して
おり、一部では計画以上の成果を達成したものと評価する。
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